
演題登録：募集期間

募集期間

応募資格

2025.6/1～8/1

認知神経リハビリテーション学会会員

※非会員の場合は演題登録期間までに入会手続きを行ない,ご登録ください

どのような演題が多いか？

症例報告が多く,多様な疾患に対する介入や難渋する 
ケースに対する病態解釈などセラピストの臨床推論を 
垣間見ることができる発表が多い（研究発表も含む）

過去どのような演題登録があった？



過去どのような演題登録があったか？

第24回（2024年高知）は６つのセクションから構成

神経系 
（上肢・体幹）

神経系 
（下肢）

高次脳機能障害
小児 

摂食・嚥下

運動器系 基礎系

それぞれのセクションでどのような発表がなされたか？

※開催学会によりセクションの変更あり



⼝腔内の⽔平性を参照とした課題が�
⾃覚の乏しい頚部側屈と視空間認知の�
改善に影響したパーキンソン病の⼀症例

第23回 ⻘⽊�良磨先⽣ 神経系（体幹）
 頚部側屈の⾃覚が乏しいパーキンソン病患
者に対し、⼝腔内の⽔の⽔平性を⼿掛かりに
した課題を実施した。�
 飲⽔時に右⼝⾓から⽔がこぼれやすい⾃覚
あり、⼝腔内の⽔の⽔平性を基準とした情報
構築により頚部右側屈位の⾃覚と⾃覚に基づ
く修正が可能と考えた。�
 頚部右側屈位の⾃覚、修正⾓度、⽴⽅体透
視図模写に改善を認めた。

第23回認知神経リハビリテーション学会学術集会

※発表者に許可を得て掲載



柔道の競技経験を活かした訓練課題により�
歩⾏障害が軽減した機能性神経障害の1例

第22回認知神経リハビリテーション学会学術集会

第22回 森�武志先⽣ 神経系（下肢）
 ⼼因性⾮てんかん発作後に右⿇痺症状を呈
する機能性神経障害の症例に対し、競技経験
のあるレスリングのタックルと柔道の⼤外刈
りと歩⾏遊脚機の類似性を分析する課題を実
施した。�
 右⾜底の痺れ、感覚障害は中等度鈍⿇から
軽度鈍⿇に軽減し歩⾏障害が軽減した。過去
の競技経験と歩⾏の運動学的な類似性が運動
の難易度を軽減させた可能性がある。

※発表者に許可を得て掲載



両⼿動作時に特異的な消去現象が�
みられた脳梗塞後の1症例

第23回 辻⽥�有希奈先⽣ ⾼次脳機能障害
 多様な⾼次脳機能障害を呈し両⼿動作時に
特異的な消去現象がみられた症例に対し、⽚
⼿・両⼿動作時の認識の違いに着⽬した介⼊
を試みた。�
 机上で両⼿を隠した状態で右⼿で把持した
素材を左⼿で識別する課題を2条件で⾏なっ
た。左⼿の⾼次体性感覚障害に加え、注意障
害・消去現象・左⾝体空間無視により両⼿動
作時の知覚が困難になった結果だと考えた。

第23回認知神経リハビリテーション学会学術集会

※発表者に許可を得て掲載



⾊彩から体性感覚への情報変換を考慮した関わり
の可能性-⾝体表現性障害により右⼿不使⽤が10
年以上続いている症例への介⼊経験を通して-

第22回 三上�純先⽣ 運動器系
 右上肢の痺れが強く⽇常⽣活において右上
肢の不使⽤を認める⾝体表現性障害の症例に
対し、⾊彩から体性感覚への情報変換を考慮
した関わりを実施した。�
 表⾯性状課題では不快感が惹起され素材に
触れることが困難であった。ポジティブな過
去の経験をもとに⾊彩から体性感覚イメージ
へ変換されたことで右⼿の⾏為が⼀部可能に
なった。

第22回認知神経リハビリテーション学会学術集会

※発表者に許可を得て掲載



場⾯緘黙症児に対する関わり

第22回 余語�⾵⾹先⽣ ⼩児
 幼少期に場⾯緘黙症と診断された症例に対
し、評価を⾏い相⼿の反応を⾒聞きすること
の不⼗分さや、⾔語理解の遅れが症状を助⻑し
ていると仮定した。介⼊として絵カードを使
⽤した解読訓練と対⾯に座る相⼿の視線分析
訓練を実施した。�
 発達障害を伴う場⾯緘黙症状児に対し⾔語
的な難易度の設定に配慮した訓練が場⾯緘黙
症状の軽減の⼀助になったと考えた。

第22回認知神経リハビリテーション学会学術集会

※発表者に許可を得て掲載



認知神経リハビリテーションにおける課題と対話は客
体化された⾝体の主体化に寄与する �

-脳卒中⽚⿇痺患者を対象とした計量テキスト分析に
よるシングルケーススタディ-

第21回 上⽥�将吾先⽣ 基礎系

第21回認知神経リハビリテーション学会学術集会

 認知神経リハビリテーションを適⽤した単⼀
症例の臨床場⾯における対話の計量テキスト分
析を⾏なった。療法⼠は体性感覚や運動を確認
する発⾔が多いのに対し、対象者は⾃⾝の動き
を客体化して意識的に運動を⾏うといった発⾔が
多いという異なる特徴を認めた。また、対象者
は終盤で⾝体運動と体性感覚とを関連付けた記
述をしており課題と対話を通し、体性感覚と結び
ついた主体としての⾝体に変容したと考える。

※発表者に許可を得て掲載



演題登録をする際のサポート体制について

本学会では演題サポートチームが演題登録をサポートさせていただきます！！ 
演題サポートを希望する方はGoogleフォーム(次項スライド)からご登録ください！！
※フォーム内の注意事項をご確認のうえ,ご登録お願いいたします

登録者様には一旦ご自身で抄録を作成していただき,その後矢野を中心とした 
サポートチームが共同して抄録作成をサポートさせていただきます！！
※zoom及びメールにてやり取りさせていただきます

※会員または演題登録までに会員登録予定の方を対象としております. 
　サポートを希望される非会員の方は認知神経リハビリテーション学会 
　ホームページから演題登録までに会員登録の手続きを行なってください



見えないものを観る

25 th JSNCR CONGRESS

演題サポート(QRコードからご登録ください)

内容 抄録作成の支援

方法 zoom(30分程度を2回実施) ＋ メール
※回数はあくまで目安です.個人によって回数や時間が異なる可能性がございます

登録 下記Googleフォームからご登録ください
※演題サポートは会員または演題登録までに会員登録予定の方を対象としております

第25回認知神経リハビリテーション学会学術集会

-行為と認知のVisualization-


